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本紙は某日、卒業生Ｂ氏にアンケー
トを実施した。Ｂ氏は約１５か月通所
したほっぷを卒業し、１２月に復職し
たメンバーである。本記事ではアンケ
ートやご本人へのヒヤリングから以下
を抜粋し紹介する。

Ｑ１．あなたにとって良かったプログ
ラムを教えてください。
Ａ１．Ｎｏ．１「事例検討」事例を通
して自分自身の気づきをえられたから。
Ｎｏ．２「ＣＢＴ」認知の部分に問題
があるか・考え方や対処方法など実践
的で役に立つ。
Ｎｏ．３「ＯＴ集団」グループ作業が
苦手だったので色々、学べる所があっ
た。

Ｑ２．ほっぷ通所前と現在とで、変わ
ったと思う自分の行動や考え方、気付
いたこと等あれば教えてください。
Ａ２．仕事を第一に考えてなかった事
も有り、会社の中の一員という意識が
足りなかったが、ほっぷのプログラム
を通して、それではうまくいかないと

いう事がわかった。

Ｑ３．もし、休職前の自分に一言声を
かけるなら、どんな言葉をかけますか。
Ａ３．『自分だけで考えこまない』

Ｑ４．最後に、残されるメンバーにメ
ッセージをお願いします。
Ａ４．ほっぷでの事で大変な事がある
でしょうが何かしら得られることもあ
ると思いますので頑張ってください。

いつも柔らかい雰囲気でほっぷのプ
ログラムや利用者と関わっていたＢ氏。
そんなＢ氏が復職しても活躍すること
を願う。
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ほっぷのリワークプログラムにて２
０２３年７月下旬より行われていた課
題「折り紙」が同年１２月、遂に達成
を迎えた。
本プログラムは難易度の高い折り紙

課題を各自が作成するもので、制限時
間１時間１５分のうち前半３０分が完
全な個人作業、後半４５分がグループ
活動として情報共有可能な体制にて実
施されている。また、グループ活動中
も自席からの折り紙持ち出し不可など
厳しい制限の中で実施されている。
課題達成がなかなかできない中、利

用者も「時間配分の変更交渉をしよ
う」やプログラム時間外における練習
や折り方が分からない箇所の共有・そ
の指導の実施など課題達成に向けて
様々な手段を考えて取り組んできた。
本プログラムを進めていくにあたり

取り分けてみんなが重要視していたも
のが主体性と不安の発信である。本プ
ログラムに限らず、苦手な作業などに
直面した場合は当事者が周りに対して
「自分は本作業が苦手であること、こ
れだけの不安を抱えているということ、
そのため助力をこういった形でもらえ
ないだろうか」を主体的に発信してい

くことで、周りに不安が伝播し助力を
得られる、得やすくなる。
また、手を貸す側も相手の不安をキ

ャッチすることで必要な助力をして、
お互いにとって「助けを求めた・手を
貸したのにいい結果に繋がらなかっ
た」を防いでいくことが重要であると
皆が本プログラムを通して気づき、そ
れに合わせて動き始めたことで本課題
達成に大きく影響したと筆者は考えて
いる。
筆者自身は本プログラムを通して、

相手に自分の気持ちを発した後の反応
が怖いので、自分から発信することな
く相手の方が察して欲しいと考え、察
してくれない相手に対してモヤモヤを
感じていることに気付いた。また、気
付いた後も発信する際に落ち着いて発
することが難しく、相手を戸惑わせて
しまうことが多くあった。これについ
て振り返りの中で、必要なことや正し
いことであっても伝え方次第では相手
に伝わらない、相手に悪く受け取られ
てしまうため、発し方を慎重に選んで
いくことが必要であるという指摘が上
がった。

The Message from Graduates Mr.Saito
（卒業スタッフ齋藤氏からのメッセージ）
ほっぷ現役生 ＯＢ・ＯＧの方へ

お久しぶりです。この度ほっぷを卒
業することになりましたので、その報
告とご挨拶をと思い、この場をお借り
しました。
ほっぷは、病院というよりも学校に

近いと感じています。実際の学校では
体験のできない、大人のための学校と
もいいましょうか。それは職員である
私にとっても学びの日々でした。これ
まで未熟な自分を痛感したこともたく
さんありましたし、皆様に迷惑をお掛
けしたことも多々ありました。ともに

過ごしていただいた利用者の皆様、ス
タッフの皆様、関係者の皆様本当にあ
りがとうございました。
この職場で学んだことを忘れずに、

次の職場でも私らしく、自分の持ち味
を大切に頑張っていこうと思います。
今後もほっぷのことをどうぞよろし

くお願いいたします。
では、またお会いできるときまで。
「Ｌｉｆｅ ｇｏｅｓ ｏｎ.」

ただ、相手の方が察して欲しいと考
えてしまうことはそんなに悪いことで
はなく、それを態度に出さずに理解し
たうえで相手に合わせてあげられるよ
うになるには精神面の成長が必要であ
り、それは時間をかけていかなければ
いけない。現時点では自分の中にそう
いった思いがあるということにまずは
気づくことが大事であるため、今後も
自分の気持ちの動きを気にかけていく
ようにしたいと思った。

苦手なことに直面した際に周囲に助
力を求められないことや、相手が自分
の思ったように動いてもらえずモヤモ

ヤすることは誰しも職場の中で発生し
うるものであるが、その際にはいった
ん落ち着いて「不安やモヤモヤを発信
して周囲に状況を知ってもらい、その
うえで今後の動き方を相談させてほし
い」と伝えていくことがグループにと
っても、自身を守るためにも重要であ
ることを頭に入れ、今後のグループワ
ークを進めていくことで社会復帰に活
かしていきたいと考える。

折られた作品の一部（蝶、ダイアモンド）

交流会の様子（３文字連想ゲーム、テーマトーク）

１／２０（土）ほっぷメンバー交流
会が開催された。本交流会はほっぷの
現在の通所者と復職・就職したＯＢ／
ＯＧが交流できる貴重な機会であり、
奇数月の第３土曜日に開催されている。
１月はＯＢ／ＯＧ１１名、現役通所

者４名が参加し、「自己紹介」、「ア
イスブレイク」、「テーマトーク」、
「フリートーク」の順に進められた。

「自己紹介」では、ほっぷスタッフ
含む全員が１分程度で近況報告を行っ
た。会社、プライベートにおける近況
やメンバー交流会へ来るまでの道のり
で起きた出来事等、様々な報告がなさ
れた。

「アイスブレイク」では、「３文字
連想ゲーム」が行われた。チーム分け
し、スタッフがお題出し役、チームメ
ンバー１人がお題当て役、他メンバー
が “３文字“の制限付きでヒントを
出すヒント役となって、お題を当てて
いくゲームである。出されたお題は、
次の通りである。塩、イギリス、かた
つむり、天狗、マシュマロ、水族館。
いかにお題を連想できるかを考えてヒ
ントを与えなければならないし、当て
役には想像力が求められる。お題”か
たつむり“では、ヒント役が”のろい
（鈍い）“を出したが、当て役の解釈
が”呪い“だったようで、”十字架
“と回答され結局不正解に終わった。

伝えることの難しさが会場をざわつか
せた。当初１ゲームの予定が予想以上
に盛り上がった為、１ゲーム追加され
参加者の親睦がより深まった。

今回のテーマトークは「これだけは
ほっぷで訓練しておいたほうがよいこ
と」である。
初めて参加される通所３ヶ月の現役

者Ａ氏に感想を伺った。「今後どうし
ていったらよいか、ぼんやりしている
中での参加だった。自分がほっぷに通
い始めて不安な状況は、卒業生も同じ
であったことを聞け安心できた。又、
一人の体験談だけでなく多くの方から
幅広く聞けた。その中で、毎日自分の
感情や体調をもとにその日どう行動し
ていくかの目標を考えるとよい、とい
うアドバイスが胸に刺さった。」

筆者は何度かメンバー交流会に参加
しているが、卒業生が復職、就職して
から聞ける現場の情報はとても有意義
であると感じている。半日程度の短い
時間であるが、その情報量はとても多
い。開催が土曜日で休みたい気持ちは
分かるが、自分にとってプラスにな
ることは間違いなく、是非参加をお勧
めする。参加して得られたことを参加
者それぞれが自身のプログラム取り組
む際に活かして、より身のあるものに
していただきたいと思う。

諸事情により4月、5月号は休載となります。


